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あれは忘れもしない2月16日(月)の昼すぎ，当日

は給料日，さらに前日の長野オリンピックラージヒ

ルで船木『金』，原田『銅』の余韻が残っており，

今日は金沢で一番の繁華街「片町」で飲もうかな…

と考えているときの電話，取り次ぐと「ヒガシです」

と聴いて，ある団体の人材高度化推進委員の「東部

長？」，しかし，声がいやにハンサムな声，聞き直し

て初めて「荒尾の東です」でビックリ，さて何事か…。

実はポリテクセンター荒尾の東治義さんとは今か

ら約3年前，ポリテクセンター加古川で阪神・淡路

大震災の特別コースに派遣されたときに知り合いに

なりました。東さんは大変な紳士で仕事熱心，いま

だに宿舎での手料理の味が忘れられない方です（荒

尾での実態は逆かもしれませんが…？）。

当センターでは翌日，ポリテクセンター荒尾で実

施されている三井三池炭鉱閉山に伴う特別コース

へ，石川から派遣された高松喜一さん（ご苦労様で

した）が帰ってこられたので，一席設ける運びとな

っていました。東さんのことだから気を利かせて

「荒尾の特産物を宅配便で送ったから石川のみなさ

んで食べてください…」と言うのかなあと一瞬ひら

めきましたが，実はこの原稿の話。途端に午後から

の業務に支障をきたし，ユウウツになったことを覚

えています（別に恨んではおりません…ほんとうは

これで目が覚めました）。

しばらくこの原稿を書くのを忘れておりまして，

雇用促進事業団職業能力開発指導部 米山　　毅

石川の思い出
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そろそろ何か書かないといけないなあ～何を書こう

うかな～と考えているとき，人事異動という天の

声!!

というわけで石川の思い出を書いてみようと思い

ます。たくさんある中で1つあげるとすれば，能登

半島の観光名所（輪島市）に『千枚田』という景勝

地（田んぼ約1000枚以上）があります。晴れたと

きには20km先にある七ツ島なども見え，『千枚田』

を見下ろすところにある「千枚田パーク」では，輪

島の民芸品などを売っているおばさんもいて観光客

でにぎわっています。実はこの『千枚田』の景観の

保存と農作業を支援するという『千枚田の耕作体験』

に各自治体，企業，労働組合等と一緒に数年間参加

させてもらいました。つまり，「田植え」→「草取

り」→「稲刈り」→「ノミニケーション（？）」と

いった具合です。農家育ちの私ですが，田んぼが小

さく階段状になっているので農作業は大変ですが，

一汗流した後の参加した仲間と飲むビールのおいし

いこと！　別にこれが目的ではありませんが，地域

社会に貢献するということの素晴らしさを身をもっ

て体験させていただきました。全国のみなさん，一

度，石川の『千枚田』で汗を流してみませんか！

さて，私が次に紹介する方は今や事業団の中心的

な役割を担っている，アビリティガーデンで活躍さ

れている「鯵
あじ

坂
さか

純朗
ろう

」さんです。鯵坂さんとはポリ

テクセンター石川で，約7年半公私にわたり仕事を

共にしました。もちろん千枚田の体験者でもありま

す。普段の仕事ぶりは大変なもので，今にも「アジ

の開き」（失礼）寸前になるくらい頑張っていまし

た。それが，突然，年度途中で生涯センター設立準

備室へ異動となり，そのとき，石川の人は皆，顔は

引きつり，心はショックで泣いておりました。今は，

子育てと仕事の両立の中で「実りある成果物？」を

たくさん作られていることと思います。それでは鯵

坂さん，全国のみなさんへ得意のAGネット配信よ

ろしくお願いいたします。

大澤慶子嬢，リレートークご指名いただきありが

とう。スノーボード，ホノルルマラソンと私のした

いことを先取りするスポーツウーマンの大澤嬢には

いつも脱帽であります。申し遅れましたが，私はア

ビリティガーデンの村松一貴と申します。はじめま

して。早速ですが，以前ダンスでステージに立った

ときの思い出をお話しします。

公演当日は朝早く会場に出向き，照明の取り付け

等会場の準備から行い，ゲネプロへと入っていきま

した。ゲネプロは最終リハーサルであり，本番どお

りのタイムスケジュールで行わなければなりませ

ん。ゲネプロを終えた後，先生からはかなり堅くな

りすぎているというご指摘を受けましたが，開演が

近づくにつれて私の緊張は高まるばかりでした。

いよいよ幕が開け，マンボ系ダンスで登場するオ

アビリティガーデン 村松　一貴

Shall we dance ?
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平成６年の稲刈り（後列左端が筆者）

ヒップホップ系ジャズダンス（右端が筆者）

じゅん
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ープニングが始まり，観客の声援や拍手を全身に浴

びながら私はデビューをしました。そして，このと

き私は緊張感とともにステージに立つ感動を覚えて

いました（この感動が今後のステージ癖をつけてし

まった）。次にきたのが一番難関のウエディングで

した。2組のカップルが皆に祝福されて結婚式を挙

げるのをミュージカル風にアレンジした踊りだった

のですが，1組のカップルの片割れが私でした。ま

さにメインという感じで，精一杯リラックスしよう

と心がけましたが，結果はいかに（？）。プログラ

ムは有無をいわずに進んでいきます。3番目の出番

はマイケルジャクソンのアップテンポな曲でのジャ

ズダンスでした。男性は私1人だけだったので，ミ

スしたら凄く目立つのではないかとハラハラドキド

キでした。しかも，途中パートに分かれていて私は

先導のパートを担当し，間違えられない状況での踊

りでした。4番目はヒップホップ。スペースジャム

の曲にのってとても速いダンスをしなければなりま

せん。しかも，1人ずつポーズを決める場面があり，

これもまたハラハラドキドキでした。しかし，自分

としては気持ちよく踊れました（後で写真を見たら，

終始うつむき加減で前の人のステップを見ながら堅

い表情で踊っている自分がいました）。ここで，や

っと前半終了。出番と衣装替えの繰り返しで休む暇

もなく，時は過ぎてしまいました。

さて，後半戦。まずはデュエットでした。これは

女性とカップルになってのコンビネーションダンス

です。しかし，男性は結構ステージで立っている状

態が多かったので何とか切り抜けられました。次は，

出演者全員でのYMCAでした。決められた踊りは

ありましたが，ノリがよければ大丈夫でした。皆で

仮装もしたので凄く楽しかったです。息つく暇もな

く，2回目のヒップホップになりました。スローな

曲であったために，先行してしまわないように慎重

にゆっくり踊りました。しかし，最前列に立ってい

たため誰の助けも借りられないまさに自分との勝負

でした。最後はヒップホップ系ジャズダンスでした。

最後だけに皆妙にハイテンションで ，とても気持

ちよさそうに踊っているので，私も思わず跳んでし

まいました。そして，フィナーレを迎えました。初

めてのことが多く，実に楽しい公演でした。

それでは，このへんで長野雇用促進センターの山

田裕介さんへバトンタッチいたします。彼とは長野

雇用促進センターで一緒に仕事をし，お世話になっ

たり，お世話したりといった間柄でしたが，とても

気の合う仲間です。山田さんよろしくお願いします。


